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 サマーファッション

　世界の国々や文化を紹介するワールズ・ウィンドウ、
案内役は国際交流員リサアン・カワチさんとエイミー・
タッペンデンさんです。

うな天候や風の理由でクライストチャーチのサ
マーファッションは日本とはかなり異なりま
す。
　私が実際に経験した日本の夏は、ものすごい
暑さで「今年の夏は恐ろしい！」と感じる時も
ありますが、ファッションに関して言えば、日
本はサマーファッションを満喫するのには絶好
の場所だと思います。プレーンのシャツやトッ
プスにハイウェイストの今季流行の花柄のショ
ートパンツやミニスカート、またはゆったりと
した長めのパンツなどを組み合わせたコーディ
ネートもあります。足元には可愛いパンプスを
合わせたり、もっとカジュアル系にしたい時は
派手な夏色のビーチサンダルを合わせたりする
のもいいかと思います。夜まで同じ格好をして
いても寒くならないのが本当に便利でクライス
トチャーチではありえないことです。
　クライストチャーチでは夏でもTシャツ１枚
だけで過ごすのは無理です。天候や風が変わり
やすいため、必ず薄いカーディガンを持って行
きます。また、ショートパンツではなくデニム
のジーンズを履いて寒さ対策をしています。夏
にレザーブーツなどを履いても汗をかくことは
ありません。
　2009年の夏のある日、わたしは友人と街に
出かけました。クライストチャーチは真夏に入
ったばかりでしたが、驚くことにその日の天候
は真冬のようで、気温はわずか9℃しかありま

　皆さん、こんにちは、エイミーです！わたし
はファッションが大好きです。そこで今月はニ
ュージーランドと日本の夏のファッションにつ
いて書かせていただきます。
　
　８月に入り真夏日が続き、とうとう夏がやっ
てきましたね！日本の夏はニュージーランド（特
に私の故郷のクライストチャーチ）と比べると
とても恐ろしいです。暑さだけではなく、湿度
も高いので過ごしにくい日が続きます。クライ
ストチャーチは南島にあるので暑くなる日はあ
りますが、湿度は低く気温はたいてい25℃を超
えません。夏の間は海側からの東風が一番多く
吹きます。ほぼ毎日吹くこの風は冷たく、25℃
だったはずの気温を20℃以下に感じさせること
もあります。
こ の た め、
夏 だ か ら こ
そ で き る は
ず の サ マ ー
フ ァ ッ シ ョ
ン を 楽 し む
こ と が で き
な く な り ま
す。 こ の よ

せんでした。わたしはレザーブーツに厚いタイ
ツ、暖かい素材のキャミソールの上には長袖の
ウールの黒いドレスとウールのミリタリー風ジ
ャケットを着ていました。頭も寒く感じたので
オールドマンハットを合わせて友人と出かけた
のを覚えています。街のスターバックスへコー
ヒーを飲みに行ったところ、店内ではガス暖炉
が焚かれていて、お客さんは全員温かい飲み物
を注文していました。
　日本ではニュージーランドと違って、真夏に
冬のような天候に変化することはまずありえな
いと思います。天候が変化しない日本はファッ
ションにとっては良い場所だと思います。この
暑さをもっと楽しく過ごしたいと思っている方
は、まず自分のファッションスタイルから楽し
んでみましょう！ わたしももちろん暑さに「恐
ろしい！」と思う日がありますが、夏限定のフ
ァッションや、今だから着られるかわいいスタ
イルをして、夏とこの暑さを満喫できるように
一緒に頑張りましょう。
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△夏のクライストチャーチ △キャップとリュックでカジュアルなファッションに △花柄のミニスカートを組み合わせたコーディネート


